
最後に重要な注意事項が記載されていますので、十分にお読みください。

ドル円膠着と急変動の可能性の背景（日本経済新聞の朝刊より）

作成：岡三証券

3月4日（月）日本経済新聞朝刊13面2月16日（金）日本経済新聞朝刊23面

ドル円膠着からの次の一手



最後に重要な注意事項が記載されていますので、十分にお読みください。 作成：岡三証券

政府「デフレ脱却」表明を検討 賃上げや物価見極め判断
（共同通信 3/2）

（デフレ脱却）現時点ではそのような状況に至っていない
（林官房長官 3/4）

（デフレ脱却宣言で）いま何か表明すること考えていない
（新藤経済再生相 3/5）

（政府がデフレ脱却を表明する検討に入ったとする一部報道に対し）
そのような事実はない（鈴木財務相 3/5）

デフレから脱却したとは考えていない（鈴木財務相 3/8）

（物価目標実現）そこまでは至っていない（植田日銀総裁 2/29）

「デフレ“脱却”宣言」のあるなしがテーマに

ドル円膠着からの次の一手



最後に重要な注意事項が記載されていますので、十分にお読みください。

物価と賃金の好循環構築が目標

「物価高を上回る所得を年内に実現しなければならない」
（1月30日の施政方針演説 岸田首相）

ドル円膠着からの次の一手



最後に重要な注意事項が記載されていますので、十分にお読みください。

株価（≒岸田政権）に悪材料な策は打たない・・

2024年3月 4月 5月 6月

7
月
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京
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事
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挙

住民税・所得税
の定額減税

第１回春闘
集中回答日
3月13-15日
（連合要求5.85％）

岸田内閣・自民党支持率
低迷

日銀引き締めの主な副作用
①株安円高
②個人住宅ローン、企業向け貸出金利上昇
③中間所得層の自民党批判

日銀会合 3/18-19 4/25-26 6/13-14

ドル円膠着からの次の一手

作成：岡三証券



最後に重要な注意事項が記載されていますので、十分にお読みください。

政治が望むドル円相場は膠着・高止まり、か

120

125

130

135

140

145

150

155

22年8月 23年1月 23年6月 23年11月 24年4月

（1ドル=円）

（円安）

（円高）

円安牽制
円買い介入 円安牽制 円安牽制

〇２４時間３６５日、いつでもどこでも（介入でき
る）体制を構築している（2022年10月24日）

ドル円膠着からの次の一手

作成：岡三証券ドル円日足チャート
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円安の主な副作用
①輸入コスト増加に伴う輸入インフレ
②輸出需要の拡大
③外貨建て資産の価値上昇
④訪日外国観光客のインバウンド消費

〇災害同様、２４時間３６５日何か起きたら対応
できるようにしている（2024年2月14日）
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最後に重要な注意事項が記載されていますので、十分にお読みください。

米雇用統計を控えた前哨戦データ

データ期間 予想 結果 前回改定値

2024年1月 888.5万人 886.3万人 888.9万人

2023年12月 871万人 902.6万人 892.5万人

2023年11月 885万人 879.0万人 885.2万人

2023年10月 942万人 873.3万人 935.0万人

米労働省：JOLTS求人労働移動調査（JOLTS Job Openings）≒非農業部門の求人件数

データ期間 予想 結果 前回改定値

2024年2/25-3/2 21.9万件 21.7万件 21.5万件

2024年2/18-2/24 20.9万件 21.5万件 20.2万件

2024年2/11-2/17 21.7万件 20.1万件 21.3万件

2024年2/4-2/10 － 21.2万件 22.0万件

2024年1/28-2/3 21.9万件 21.8万件 22.7万件

米労働省：新規失業保険申請件数

1月JOLT指数（求
人件数）は予想比
ほぼ同じ

事前予想に対し
ほぼ同じ

ドル円膠着からの次の一手

作成：岡三証券



最後に重要な注意事項が記載されていますので、十分にお読みください。

2月米雇用統計は3月8日金曜日22：30
発表（東京時間）2月失業率予想:+3.7%（前回+3.7％）   
2月非農業部門雇用者数予想：+20.0万人（前回+35.3万人）
2月平均時給（前月比）予想：+0.3％（前回+0.6％）

 （前年比）予想：+4.4％（前回+4.5％）

2月米雇用統計のポイント
・1月同様に労働市場の強さが確認されれば利下げを急ぐ理由は後退する

・労働市場が弛緩していればインフレ圧力は低下に

⇨12日の米国の2月消費者物価指数（CPI）の先行指標

⇨最終判断は3月のFOMCとパウエル議長の見解

⇨3月FOMCの据え置き確率95.0％（本日時点）

⇨5月FOMCの据え置き確率75.1％

⇨6月FOMCの据え置き確率24.1％

⇨7月FOMCの据え置き確率8.4％

ドル円膠着からの次の一手

作成：岡三証券



最後に重要な注意事項が記載されていますので、十分にお読みください。

2月米雇用統計を睨んだドル円上下限

148.65

ドル円膠着からの次の一手

作成：岡三証券ドル円60分足チャート
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（1   ＝円）

出所：Refinitiv 作成：岡三証券 3月8日午前6時時点（日本時間）

146.05（日足・雲上限）

146.23（2月2日安値）

147.80（週足/ボリ中心線圏）

146.16（200日線）

147.50

植田・中川発言
（日銀マイナス金利
解除に向けた思惑）

147.80（週足/ボリ中心線圏）

147.62（2月7日安値）

146.70
1月米雇用統計
（2月2日）

⇨

147.70

148.60

⇨
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